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賢所に期日奉告の儀〔令和元年５月８日〕

奉祝　天皇陛下　御即位



（
平
成
三
十
年
十
二
月
～
令
和
元
年
六
月
）

一
日	

月
次
祭

一
日	

神
宮
大
麻
頒
布
研
修
会

	

於
北
佐
久
支
部
諏
訪
神
社

四
～
五
日	

第
六
十
四
回
伊
勢
神
宮

	

新
穀
感
謝
祭

十
一
日	

庁
報
編
集
委
員
会

十
二
日	

�「
長
野
県
神
社
庁
」
庁
舎
氏
子

会
館
建
設
委
員
会

十
二
日	

理
事
支
部
長
合
同
会
議

十
三
～
十
四
日

	

教
養
研
修
会
於
飯
田
市

十
七
日	

支
会
長
会

二
日	

月
次
祭

十
六
日	

辞
令
伝
達
式

十
八
日	

新
年
初
会
議

二
二
日	

教
化
部
合
同
委
員
会

二
四
～
二
五
日

	

東
海
五
県
神
社
庁
事
務
研
修
会

	

於
岐
阜
県

二
八
日	

県
内
東
海
五
県
評
議
員
会

二
八
日	

別
表
特
別
神
社
宮
司
会

一
日	

月
次
祭

四
～
七
日	

長
野
県
遺
族
会
沖
縄

	

「
信
濃
の
塔
」
慰
霊
戦
跡
巡
拝

	

奉
仕
更
埴
支
部

六
日	

南
信
地
区
氏
子
総
代
研
修
会

	

於
飯
田
鼎
文
化
セ
ン
タ
ー

目

　
　
　
　次

目
次
・
日
誌
抄	

２

就
任
の
御
挨
拶	

４

新
役
員
名
簿	

５

「
皇
室
と
信
州
」
天
皇
陛
下
と
上
皇
陛
下	

６

各
地
で
盛
大
な
奉
祝
行
事	

９

東
海
五
県
連
合
総
会
・
神
社
庁
連
合
大
会	

11

御
造
営
フ
ォ
ト
ニ
ュ
ー
ス	

15

本
庁
表
彰

神
職
四
名
総
代
二
名
・
寄
附
者
顕
彰	

16

新
任
神
職
の
横
顔

辞
令	

18

令
和
元
年
度
神
社
庁
歳
入
歳
出
予
算
書	

19

令
和
元
年
度
災
害
救
助
慰
藉
予
算
書

暑
中
見
舞
い	

20

神
社
本
庁
と
神
社
庁
に
つ
い
て	

23

第
六
十
五
回
新
穀
感
謝
祭
の
ご
案
内	
24

平
成
三
十
年
　
十
二
月

平
成
三
十
一
年
　
一
月

二
月

表
紙
に
つ
い
て

「
賢
か
し
こ
ど
こ
ろ
所
に
期き
じ
つ
ほ
う
こ
く

日
奉
告
の
儀ぎ

」

　

即
位
礼
、
大
嘗
祭
の
期
日
が
正
式
に
定
め
ら
れ

る
と
、
天
皇
陛
下
は
み
ず
か
ら
宮
中
の
賢
所
で
そ

の
旨
を
御
奉
告
さ
れ
ま
す
。

　

陛
下
は
、
令
和
元
年
五
月
八
日
に
天
皇
に
の
み

使
用
さ
れ
る
黄こ
う
ろ
ぜ
ん
の
ご
ほ
う

櫨
染
御
袍
の
御お
ん
そ
く
た
い

束
帯
を
お
召
し
に

な
ら
れ
、
剣
璽
と
と
も
に
進
ま
れ
ま
す
。
そ
し
て
、

賢
所
に
続
き
、
皇
霊
殿
、
神
殿
に
お
い
て
も
同
様

に
御
奉
告
を
さ
れ
ま
し
た
。
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二
十
二
日	

人
事
諮
問
委
員
会

二
十
二
日	

神
政
連
長
野
県
本
部
代
議
員
会

二
五
日	

庁
報
編
集
委
員
会

二
五
日	

皇
太
子
殿
下
御
一
家
御
奉
迎

	

於
長
野
駅

二
六
～
二
七
日

	
第
二
十
四
回
子
供
参
宮
旅
行

二
九
日	

皇
太
子
殿
下
御
一
家

	

御
奉
送
於
長
野
駅

一
日	

月
次
祭

八
日	

辞
令
伝
達
式

八
日	

理
事
会

九
日	

東
海
五
県
神
社
庁
臨
時
合
同

	
会
議
於
熱
田
神
宮
会
館

十
日	
天
皇
陛
下
御
即
位
三
十
年

	
奉
祝
感
謝
の
集
い

	

於
国
立
劇
場
大
劇
場

十
八
日	

天
皇
皇
后
両
陛
下
神
宮
に

	

親
謁
の
儀
に
あ
た
り
御
奉
迎
送

二
二
日	

連
合
総
会
会
場
打
合
会

一
日	

月
次
祭

七
日	

東
海
五
県
神
社
庁
評
議
員
会

	

於
ホ
テ
ル
翔
峰

八
日	

第
七
十
四
回
長
野
県
神
社
庁
・

	

長
野
県
神
社
総
代
会
連
合
大
会

	

於
キ
ッ
セ
イ
文
化
ホ
ー
ル

八
日	

東
海
五
県
神
社
庁
連
合
総
会

	

於
キ
ッ
セ
イ
文
化
ホ
ー
ル

十
四
日	

東
海
五
県
神
政
連
臨
時
会
議

	

於
熱
田
神
宮
会
館

十
七
日	

庁
舎
氏
子
会
館
建
設
委
員
会

十
七
日	

理
事
支
部
長
合
同
会
議

十
七
日	

新
旧
歓
送
迎
会
於
萬
佳
亭

二
二
日	

本
庁
表
彰
式
於
明
治
記
念
館

二
三
～
二
五
日

	

神
社
本
庁
定
例
評
議
員
会

二
五
日	

班
幣
式

二
五
日	

神
社
庁
長
会

二
七
日	

教
化
部
役
員
会

二
八
～
二
九
日	

中
信
地
区
四
支
部

	

連
絡
協
議
会

	

於
立
山
プ
リ
ン
ス
ホ
テ
ル

一
日	

月
次
祭

六
～
七
日	

神
宮
参
与
同
評
議
員
会
・

	

伊
勢
神
宮
崇
敬
会
代
議
員
会

	

於
神
宮
会
館

七
日	

教
・
青
少
年
対
策
推
進
委
員
会

十
日	

庁
報
編
集
委
員
会

十
一
日	

神
政
連
国
会
議
員
懇
談
会

	

総
会
・
合
同
懇
談
会

	

於
ホ
テ
ル
ニ
ュ
ー
オ
ー
タ
ニ

十
二
日	

神
政
連
中
央
委
員
会

	

於
神
社
本
庁

十
二
日	

神
政
連
本
部
長
会
・

	

事
務
局
長
連
絡
会

	

於
神
社
本
庁

十
三
～
十
四
日

	

神
社
庁
事
務
担
当
者
会

	

於
神
社
本
庁

十
四
日	

教
・
教
化
委
員
会

十
四
日	

教
・
調
査
委
員
会

十
六
日	

第
八
回
神
社
検
定

十
七
～
二
一
日

	

東
海
地
区
中
堅
神
職
研
修
会

	

当
番
長
野
県

二
六
日	

教
化
部
合
同
委
員
会

二
七
日	

神
政
連
長
野
県
本
部
役
員
会

八
日	

北
信
地
区
氏
子
総
代
研
修
会

	

於
長
野
県
神
社
庁

十
三
日	

神
政
連
長
野
県
本
部
役
員
会

十
三
日	

理
事
会

十
八
～
十
九
日

	

教
化
部
県
外
研
修
旅
行

二
六
日	

神
宮
大
麻
暦
頒
布
委
員
会

二
七
～
二
八
日

	

東
海
五
県
教
化
神
政
連
合

	

同
会
議
於
岐
阜
都
ホ
テ
ル

一
日	

月
次
祭

一
日	

神
宮
大
麻
暦
頒
修
奉
告
祭

四
日	

神
宮
大
宮
司
御
招
宴

五
日	

神
宮
大
麻
暦
頒
布
終
了
奉
告
祭

五
日	

神
宮
大
麻
暦
頒
布
春
季
推
進
会
議

	

於
神
宮
会
館

五
～
六
日	

神
宮
大
麻
都
市
頒
布
向
上

	

計
画
研
修
会　

於
神
宮
会
館

十
一
日	

教
・
青
少
年
対
策
推
進
委
員
会

十
二
日	

第
九
十
四
回
神
社
庁

	

定
例
協
議
員
会

十
三
日	

神
社
庁
長
懇
話
会

十
三
日	

全
国
神
社
庁
長
懇
談
会

十
四
日	

神
社
庁
長
会

二
十
日	

事
務
担
当
者
会
於
深
志
神
社

二
十
日	

神
職
総
会
於
深
志
神
社

令
和
元
年
　
五
月

三
月

六
月

四
月

神　　　　　州 （129号）令和元年８月１日（3）



　

常
日
頃
、
氏
子
総
代
の
皆
様
に
お
か
れ
ま

し
て
は
、
神
職
と
と
も
に
神
社
護
持
運
営
及

び
斯
界
発
展
の
為
に
御
尽
力
戴
い
て
お
り
ま

す
こ
と
に
対
し
ま
し
て
深
甚
な
る
敬
意
を
表

し
ま
す
と
共
に
、
長
野
県
神
社
総
代
会
の
諸

事
業
に
関
し
て
も
格
別
の
御
理
解
御
協
力
を

頂
い
て
お
り
ま
す
事
に
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

本
年
三
月
八
日
開
催
の
、
県
神
社
総
代
会
定
例
代
議
員
会
に
お
い
て
、
長
野
県
神	

社
総
代
会
長
再
任
の
御
推
挙
を
頂
き
ま
し
て
、
改
め
て
使
命
と
責
任
を
果
た
し
て
い

く
次
第
で
あ
り
ま
す
。

　

畏
く
も
天
皇
陛
下
に
お
か
せ
ら
れ
ま
し
て
は
、
本
年
五
月
一
日
、
御
即
位
さ
れ
新

元
号
令
和
の
時
代
が
始
ま
り
ま
し
た
。
令
和
の
新
時
代
に
お
け
る
斯
界
の
あ
る
べ
き

姿
の
為
に
、
総
代
会
新
役
員
一
同
全
力
を
尽
く
し
て
参
る
所
存
で
す
の
で
、
御
指
導

御
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

ま
た
、
長
野
県
神
社
庁
新
庁
舎
・
氏
子
会
館
の
建
設
に
つ
い
て
は
、
愈
々
建
設

に
向
け
て
の
活
動
が
活
発
化
し
て
参
り
ま
す
。
県
内
総
代
各
位
に
お
か
れ
ま
し
て

も
本
建
設
事
業
を
始
め
、
神
社
庁
及
び
総
代
会
施
策
の
推
進
に
引
き
続
き
倍
旧
の

御
力
添
え
を
下
さ
い
ま
す
よ
う
御
願
い
申
し
上
げ
会
長
就
任
の
御
挨
拶
と
さ
せ
て

頂
き
ま
す
。

　

令
和
の
御
代
と
な
り
ま
し
た
。

　

平
成
の
御
代
を
長
き
に
亘
り
、
国
と
民
の

為
に
常
に
全
身
全
霊
、
ご
聖
徳
を
く
だ
さ
れ

ま
し
た
上
皇
陛
下
上
皇
后
陛
下
に
心
か
ら
感

謝
を
申
し
上
げ
、
ご
健
勝
で
あ
ら
せ
ら
れ
ま

す
よ
う
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

　

五
月
一
日
ご
践
祚
あ
そ
ば
さ
れ
ま
し
た
今
上
陛
下
に
於
か
れ
ま
し
て
は
、
今
秋
の

「
即
位
礼
正
殿
の
儀
」「
大
嘗
祭
」
な
ど
御
即
位
に
伴
う
一
連
の
諸
儀
式
が
神
道
に
基

づ
き
意
義
深
く
無
事
執
行
下
さ
れ
ま
す
様
、
衷
心
よ
り
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

　

長
野
県
神
社
庁
に
お
き
ま
し
て
も
、
十
一
月
二
十
日
に
松
本
市
民
芸
術
館
に
て
関

係
諸
団
体
の
協
賛
を
得
て
「
御
即
位
奉
祝
大
会
」
を
開
催
す
る
予
定
で
す
の
で
一
層

の
ご
協
力
を
皆
様
に
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

東
海
五
県
（
三
重
・
愛
知
・
静
岡
・
岐
阜
・
長
野
）
関
連
事
業
も
今
年
度
は
長
野

県
が
当
番
県
で
す
の
で
、
諸
関
連
行
事
等
に
つ
き
ま
し
て
も
ご
支
援
を
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。

　

新
庁
舎
・
氏
子
会
館
の
建
設
事
業
に
つ
い
て
は
庁
報
特
別
号
に
て
詳
し
く
記
載
し

て
お
り
ま
す
の
で
ご
理
解
と
ご
賛
同
の
上
何
卒
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

先
人
先
輩
達
の
足
跡
を
引
継
ぎ
、
次
世
代
へ
の
渡
し
役
の
責
務
を
担
い
、
就
任
の

挨
拶
と
致
し
ま
す
。

 

就
任
の
御
挨
拶

長
野
県
神
社
総
代
会
　
会
長　

藤
村
　
吉
彦

 

就
任
の
御
挨
拶

長
野
県
神
社
庁
　
庁
長
　
宇
治
橋
　
淳
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長
野
県
神
社
庁

本
年
度
よ
り
三
年
間
の
任
期
で
選
任
。

平
成
三
十
一
年
四
月
一
日
～
令
和
四
年
三
月
三
十
一
日

　

庁　

長	

宇
治
橋　

淳
（
松
塩
筑
）

　

副
庁
長	
滝　
　

和
人
（
木　

曽
）

	
武
　

美
登
（
長　

野
）

　

理　

事	

遠
藤　

久
芳
（
松
塩
筑
）

	

清
住　

宗
廣
（
上　

小
）

	

熊
谷　

睦
男
（
飯　

伊
）

	

穗
髙　

光
雄
（
南
安
曇
）

	

齋
藤　

安
彦
（
長　

野
）

	

佐
々
木
宗
昭
（
南
佐
久
）

	

松
村　

健
悟
（
上
伊
那
）

	

宮
坂　

信
葊
（
松
塩
筑
）

	

傳
田　

幹
彦
（
下
高
井
）

	

藤
村　

吉
彦
（
松
塩
筑
）

	

宮
澤　

彦
（
飯　

水
）

　

監　

事	

竹
内　

直
彦
（
大　

北
）

	

鷲
尾　

隆
男
（
飯　

水
）

	

高
橋　
　

登
（
南
佐
久
）

	

小
平　

文
幸
（
諏
訪
郡
）

　

顧　

問	

阿
部　

守
一

	

行
田
増
次
郎

	

藤
井　

茂
信

	

近
藤　

政
彰

	

小
平　

弘
起

	

湯
澤　

廣
雄

本
庁
評
議
員	

宇
治
橋　

淳
（
松
塩
筑
）

	

滝　
　

和
人
（
木　

曽
）

	

穗
髙　

光
雄
（
南
安
曇
）

	

藤
村　

吉
彦
（
松
塩
筑
）

五
県
評
議
員	

堀
内　

潔
人
（
更　

級
）

	

水
野　

邦
樹
（
上
水
内
）

	

宮
川　

清
彦
（
上　

小
）

支
部
長

　

南
佐
久	

渡
邉　

克
彦

　

北
佐
久	

曽
根　

徳
隆

　

上　

小	

甲
田　

圭
吾

　

諏　

訪	

有
賀　

寬
典

　

上
伊
那	

白
鳥　

俊
明

　

飯　

伊	

平
澤　

靖
史

　

木　

曽	

武
居　

哲
也

　

松
塩
筑	

林　
　

邦
匤

　

南
安
曇	
山
崎　

佳
宏

　

大　

北	
傘
木　

則
興

　

更　

級	

五
明　

貴
寿

　

更　

埴	

片
岡　

一
仁

　

上
高
井	

勝
山　

忠
厚

　

下
高
井	

前
澤
三
喜
夫

　

上
水
内	

宮
川　

滋
彦

　

飯　

水	

石
川　
　

彰

　

長　

野	

丸
山　
　

肇

長
野
県
神
社
総
代
会

　

会　

長	

藤
村　

吉
彦
（
松
塩
筑
）

　

副
会
長	

宮
澤　

彦
（
飯　

水
）

	

赤
須　

弘
侑
（
上
伊
那
）

	

水
澤　

健
治
（
北
佐
久
）

　

理　

事	

松
澤　

繁
樹
（
上　

小
）

	

伊
倉　

順
治
（
長　

野
）

	

山
本　

勝
洋
（
大　

北
）

	

笠
原　
　

透
（
諏
訪
市
）

	

滝　
　

和
人
（
木　

曽
）

	

武
　

美
登
（
長　

野
）

	

富
岡　

晋
一
（
上
水
内
）

　

監　

事	

高
橋　
　

登
（
南
佐
久
）

	

長
田　

正
康
（
岡
谷
市
）

　

顧　

問	

宇
治
橋　

淳

	

行
田
増
次
郎

	

湯
澤　

廣
雄

支
会
長

　

南
佐
久	

高
橋　
　

登

　

北
佐
久	

水
澤　

健
治

　

上　

小	

松
澤　

繁
樹

　

諏
訪
郡	

小
平　

文
幸

　

諏
訪
市	

宮
野　

孝
樹

　

岡
谷
市	

濵　
　

一
平

　

茅
野
市	

國
枝　

秀
樹

　

上
伊
那	
小
松　

俊
夫

　

下
伊
那	
藤
本　

典
治

　

飯
田
市	

宮
下
大
三
郎

　

木　

曽	

佐
野　

恭
彰

　

松
塩
筑	

藤
村　

吉
彦

　

南
安
曇	

松
澤　
　

求

　

大　

北	

山
本　

勝
洋

　

更　

級	

田
中　
　

健

　

更　

埴	

保
木
野
幸
雄

　

須　

高	

北
島
袈
裟
則

　

中　

高	

西
山
平
四
郎

　

上
水
内	

細
尾　

恭
広

　

飯　

水	

宮
澤　

彦

　

長　

野	

伊
倉　

順
治

教
化
部

　

教
化
部
長	

武
藤　

美
登

　

祭
祀
担
当	

佐
々
木
宗
昭

　

教
化
担
当	

穗
髙　

光
雄

　

調
査
担
当	

齋
藤　

安
彦

　

青
対
担
当	

松
村　

健
悟

　
祭
祀
委
員
長	

宇
治
橋
邦
彦

　
教
化
委
員
長	

羽
田　

浩
一

　
調
査
委
員
長	

若
槻　

徹
也

　
青
対
委
員
長	

豊
城　

憲
和

神
宮
大
麻
暦
頒
布
委
員
会

　

委
員
長	

傳
田　

幹
彦

庁
報
編
集
委
員
会

　

委
員
長	

清
住　

宗
廣

神　　　　　州 （129号）令和元年８月１日（5）



特 

集

　皇
室
と
信
州

特 

集

　皇
室
と
信
州
　

平
成
か
ら
令
和
　
　
上
皇
陛
下
・
今
上
陛
下
と
信
州

浩宮さま、浅間山登山　皇太子さまとご一緒に（昭和41年）� 写真提供：信濃毎日新聞社

　

こ
の
度
行
わ
れ
て
い
る
御
代
替
り
の
儀
式

は
、
よ
そ
の
国
で
は
真
似
の
で
き
な
い
神
話

時
代
か
ら
続
く
日
本
の
麗
し
き
伝
統
で
す
。

私
達
に
と
っ
て
も
一
生
の
う
ち
で
何
度
も
立

ち
会
う
こ
と
の
で
き
な
い
貴
重
な
時
間
で
す
。

　

ご
譲
位
、
践
祚
の
儀
、
即
位
の
礼
、
大
嘗

祭
と
連
綿
と
続
く
儀
式
の
流
れ
を
御
大
典
と

よ
び
ま
す
。
四
月
三
十
日
に
現
上
皇
陛
下
は

退
位
礼
正
殿
の
儀
を
行
な
い
、
翌
五
月
一
日

に
新
し
い
天
皇
陛
下
が
皇
位
継
承
の
儀
式
を

受
け
ら
れ
、
皇
位
を
践
ま
れ
ま
す
。
こ
れ
を

践
祚
と
い
い
ま
す
。
そ
れ
ら
は
、
剣
璽
等
を

承
継
さ
れ
、
宮
中
三
殿
に
報
告
し
、
総
理
大

臣
等
三
権
の
長
や
地
方
自
治
体
の
代
表
を
御

前
に
召
さ
れ
て
即
位
を
宣
言
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
後
祝
賀
の
宴
が
も
う
け
ら
れ
、
五
月
四

日
に
は
一
般
参
賀
が
行
わ
れ
多
く
の
国
民
が

祝
意
を
表
し
ま
し
た
。

　

一
方
五
月
一
日
よ
り
、
一
ヶ
月
前
に
発
表

さ
れ
た
新
元
号
「
令
和
」
が
広
く
国
民
の
あ

い
だ
に
滲
み
て
い
き
ま
し
た
。
元
号
は
、
時

に
名
前
を
つ
け
国
民
共
通
の
時
の
認
識
の
中

　

本
年
五
月
一
日
に
上
皇
陛
下
よ
り
天
津
日
嗣
を
受
け

継
が
れ
御
即
位
さ
れ
ま
し
た
今
上
陛
下
、
ま
た
同
日
を

も
ち
ま
し
て
御
位
を
お
譲
り
に
な
ら
れ
ま
し
た
上
皇
陛

下
の
両
陛
下
に
お
か
せ
ら
れ
ま
し
て
は
、
私
達
の
信
州

と
の
深
い
つ
な
が
り
が
御
座
い
ま
す
。

　

こ
の
度
の
御
譲
位
と
御
即
位
を
迎
え
ま
し
た
こ
の
機

会
に
、
両
陛
下
の
懐
か
し
い
お
写
真
と
と
も
に
皇
室
と

信
州
の
関
り
を
感
じ
て
頂
け
れ
ば
と
存
じ
ま
す
。

御
大
典
を

　　お祝
い
し
ま
し
ょ
う

神
社
庁
教
化
講
師　

山
崎
洋
文

神
社
庁
教
化
講
師　

山
崎
洋
文

御即位奉祝記念長野県民大会（仮称）
　本年の天皇皇后両陛下の御即位を長野県民一同にて
お祝い申し上げ、ご皇室の愈々の弥栄をお祈り申し上
げるべく、下記の期日にて奉祝記念大会を開催致しま
すので多くの皆様のご参集をお待ち致しております。

記

期　日　令和元年11月20日（水）
会　場　まつもと市民芸術館
日　程　第１部　式　　典【13時～13時50分】
　　　　第２部　記念講演【14時～15時】
　　　　　　　　講　　師　ケント・ギルバート氏
　　　　第３部　奉祝パレード【15時10分～】

詳細については改めて各支部を通じてご案内を致します。

告知

（129号）神　　　　　州令和元年８月１日（6）



全国高校総体が長野市で開幕（昭和51年）
� 写真提供：信濃毎日新聞社

乗鞍岳の皇太子ご一家（昭和42年）�
� 写真提供：信濃毎日新聞社

白馬村にてノルディック競技御観戦の両陛下（平成10年）� 写真提供：大糸タイムス㈱

で
日
々
を
過
ご
す
と
い
う
世
界
の
な
か
で
も

日
本
に
し
か
残
さ
れ
て
い
な
い
文
化
で
す
。

　

こ
の
一
連
の
行
事
も
か
つ
て
な
い
十
連
休

の
中
で
、
あ
っ
と
言
う
間
に
過
ぎ
て
し
ま
い

ま
し
た
。
こ
れ
で
、
御
代
替
り
が
終
わ
っ
た

と
思
っ
て
い
る
人
も
多
い
か
と
思
い
ま
す
が
、

実
は
こ
れ
か
ら
お
こ
な
わ
れ
る
、
大
嘗
祭
こ

そ
御
代
替
り
の
御
大
典
で
重
要
な
位
置
を
占

め
る
も
の
な
の
で
す
。

　

毎
年
天
皇
陛
下
は
、
自
ら
育
て
た
稲
を
、

十
一
月
二
十
三
日
に
、
神
様
に
お
供
え
し
、

自
ら
も
い
た
だ
き
ま
す
。
こ
れ
を
新
嘗
祭
と

い
い
ま
す
。
践
祚
し
た
後
、
最
初
の
新
嘗
祭

を
大
嘗
祭
と
い
い
最
も
重
要
な
儀
式
と
な
り

ま
す
。
天
照
大
神
か
ら
頂
い
た
稲
を
人
々
に

広
め
自
ら
も
食
し
、
穀
霊
で
あ
り
祖
霊
で
も

あ
る
お
米
を
玉
体
に
取
り
入
れ
る
大
事
な
儀

式
な
の
で
す
。「
高
天
原
の
斎
庭
の
穂
を
、
吾

が
児
に
任
せ
ま
つ
る
べ
し
」
に
由
来
し
、「
豊

葦
原
の
千
五
百
秋
の
瑞
穂
の
国
は
、
吾
が
子

孫
の
王
た
る
べ
き
地
な
り
。
わ
た
し
の
孫
よ
、

言
っ
て
治
め
な
さ
い
。
さ
あ
い
き
な
さ
い
、

あ
ま
つ
ひ
つ
ぎ
の
隆
え
る
こ
と
、
天
壌
と
も

に
窮
り
無
い
よ
う
に
。」
を
実
践
す
る
た
め
な

の
で
す
。

　

我
々
に
と
っ
て
も
食
事
は
、
生
き
る
源
を

取
り
入
れ
る
大
事
な
日
々
の
儀
式
で
す
。
特

に
、
お
米
、
お
米
を
醸
し
た
酒
、
米
を
つ
い

た
餅
に
は
神
饌
の
上
位
で
も
あ
る
よ
う
に
神

神　　　　　州 （129号）令和元年８月１日（7）



安曇野市にて第18回全国「みどりの愛護」のつどい式典に御臨席の両陛下（平成19年）� 写真提供：大糸タイムス㈱

ご静養のため長野駅に御到着の皇太子ご一家（平成26年）千曲市への行幸啓にてご到着後観衆にお応えの両陛下（平成29年）

様
か
ら
い
た
だ
い
た
特
別
な
食
べ
物
な
の
で

す
。

　

大
嘗
祭
の
は
じ
ま
り
は
ま
ず
お
供
え
す
る

お
米
を
作
る
齋
田
の
場
所
を
決
め
る
点
定
の

儀
か
ら
は
じ
ま
り
ま
す
。
太
古
と
同
じ
亀
卜

（
亀
の
甲
羅
を
焼
い
て
そ
の
ひ
び
割
れ
を
観

て
占
う
）
で
場
所
を
定
め
ま
す
。
東
日
本
か

ら
悠ゆ
き
で
ん

紀
田
、
西
日
本
か
ら
主す
き
で
ん

基
田
を
定
め
ま

す
。
今
回
は
栃
木
県
と
京
都
府
が
そ
の
齋
田

に
定
め
ら
れ
ま
し
た
。
や
が
て
稲
穂
が
実
る

と
抜
穂
の
儀
式
が
あ
り
、
皇
居
に
新
設
さ
れ

た
大
嘗
宮
で
、
悠ゆ
き
で
ん

紀
殿
の
儀
、
主す
き
で
ん

基
殿
の
儀

を
深
夜
天
皇
み
ず
か
ら
お
こ
な
い
ま
す
。
今

回
の
大
嘗
祭
は
十
一
月
十
四
日
卯
の
日
か
ら

翌
十
五
日
の
辰
の
日
に
か
け
行
わ
れ
ま
す
。

　

さ
て
、
こ
れ
ら
一
連
の
行
事
に
お
い
て
各

神
社
で
は
な
に
を
行
え
ば
良
い
の
で
し
ょ
う

か
。

　

天
つ
日
嗣
が
無
事
行
わ
れ
る
こ
と
を
ご
祈

願
す
る
お
祭
り
が
、
こ
の
四
月
各
神
社
で
行

わ
れ
た
こ
と
と
思
い
ま
す
が
、
祝
意
を
表
す

日
の
丸
の
掲
揚
。
積
極
的
な
提
灯
行
列
の
参

加
な
ど
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
御
代
替
り
を
記

念
し
て
、
植
樹
や
境
内
の
整
備
、
神
社
の
調

度
品
の
新
調
、
記
念
冊
子
の
発
行
な
ど
も
行
っ

て
く
だ
さ
い
。

　

心
に
残
る
行
事
を
企
画
す
る
こ
と
で
、
新

し
い
御
代
が
ま
す
ま
す
輝
き
に
満
ち
た
も
の

に
な
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

（129号）神　　　　　州令和元年８月１日（8）



駒ヶ根市消防団を先頭に奉祝パレード

浦安の舞

　

令
和
元
年
五
月
一
日
、
駒
ヶ
根
市
の
駅
前
通
り

に
千
名
を
超
え
る
市
民
が
集
い
、
天
皇
陛
下
御
即

位
奉
祝
駒
ヶ
根
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

駒
ヶ
根
の
空
に
祝
砲
が
鳴
り
響
き
、
実
行
委
員

長
の
挨
拶
に
続
き
駒
ヶ
根
市
消
防
団
の
ラ
ッ
パ
隊

に
よ
る
フ
ァ
ン
フ
ァ
ー
レ
、
杉
本
駒
ヶ
根
市
長
の

挨
拶
を
合
図
に
奉
祝
パ
レ
ー
ド
が
駅
前
を
ス
タ
ー

ト
、
旗
手
を
務
め
た
の
は
駒
ヶ
根
市
消
防
団
北
原

団
長
、
続
い
て
ラ
ッ
パ
隊
、
杉
本
市
長
、
佐
々
木

県
議
会
議
員
、
大
御
食
神
社
・
大
宮
五
十
鈴
神
社

の
総
代
会
長
、
続
い
て
市
議
会
議
員
、
次
に
実
行

委
員
、
両
社
の
総
代
、
最
後
尾
に
は
一
般
市
民
も

列
に
加
わ
り
、
沿
道
で
は
国
旗
の
小
旗
を
振
る
老

若
男
女
に
駒
ヶ
根
太
鼓
の
演
奏
も
花
を
添
え
て
く

れ
ま
し
た
。

　

朝
か
ら
心
配
し
て
い
た
空
模
様
、
ラ
ッ
パ
は
多

少
の
雨
で
も
大
丈
夫
、
し
か
し
太
鼓
は
少
し
で
も

雨
が
降
れ
ば
中
止
と
い
う
中
、
無
事
に
奉
祝
パ

レ
ー
ド
が
賑
々
し
く
執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。
パ

レ
ー
ド
の
終
点
「
ぱ
と
な
」
市
民
活
動
支
援
セ
ン

タ
ー
で
は
、
獅
子
舞
、
伊
那
雅
楽
会
に
よ
る
雅
楽

演
奏
、
両
社
の
舞
姫
十
三
名
に
よ
る
「
浦
安
の
舞
」

が
舞
わ
れ
、
最
後
に
降
り
出
し
た
雨
の
中
、
佐
々

木
県
議
の
先
導
で
聖
寿
の
万
歳
を
奉
唱
し
奉
祝
大

会
は
散
会
と
な
り
ま
し
た
。

　

四
月
一
日
に
大
御
食
神
社
の
宮
司
を
拝
命
し
、

天
皇
陛
下
御
即
位
奉
祝
駒
ヶ
根
大
会

実
行
委
員
長　
白
鳥
俊
明 

大
宮
五
十
鈴
神
社
と
合
同
で
の
奉
祝
行
事
を
画
策

す
る
中
で
、
両
社
例
祭
で
奉
納
す
る
「
浦
安
の
舞
」

を
駅
前
で
両
社
一
緒
に
舞
い
奉
祝
行
事
と
し
た
い

と
思
っ
た
の
が
発
端
で
し
た
が
、
各
所
に
話
し
を

す
る
と
そ
の
都
度
こ
と
は
大
き
く
な
り
、
駅
前
は

十
二
月
ま
で
整
備
工
事
中
だ
か
ら
昨
年
駒
ヶ
根
に

本
部
を
移
し
た
Ｊ
Ｏ
Ｃ
Ａ
（
青
年
海
外
協
力
協
会
）

を
巻
き
込
ん
で
、
そ
の
事
務
所
の
あ
る
「
ぱ
と
な
」

で
舞
を
舞
っ
た
ら
ど
う
か
、
商
工
会
議
所
・
ロ
ー

タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
・
ラ
イ
オ
ン
ズ
・
青
年
会
議
所
な

ど
各
種
団
体
に
声
を
掛
け
て
実
行
委
員
会
組
織
を

作
っ
た
ら
ど
う
か
、
市
消
防
団
の
ラ
ッ
パ
隊
が
奉

祝
パ
レ
ー
ド
を
先
導
、
駅
前
通
り
を
車
両
通
行
止

め
許
可
申
請
し
歩
行
者
天
国
に
、
駒
ヶ
根
太
鼓
の

演
奏
な
ど
な
ど
、
最
初
は
ゲ
リ
ラ
的
に
で
も
と
考

え
て
い
た
奉
祝
大
会
が
、
最
終
的
に
は
多
く
の
市

民
を
巻
き
込
ん
で
市
を
挙
げ
て
の
盛
大
な
奉
祝
大

会
と
し
て
挙
行
す
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

各
地
で
盛
大
な
奉
祝
大
会

神　　　　　州 （129号）令和元年８月１日（9）



5月25日　日和山神社
鳥居社 社号額屋根修復

7月14日　社殿屋根瓦改修
不盡野神社

五
月
一
日　

記
念
植
樹　

白
山
姫
神
社

五
月
十
二
日　

記
念
植
樹

諏
訪
社

御
大
典
奉
祝
記
念
事
業
実
施 

実
例

庁
報
編
集
委
員　
片
山

　求

　

元
号
が
「
平
成
」
か
ら
「
令
和
」
へ
と
改
元
さ

れ
た
五
月
一
日
よ
り
、
私
が
宮
司
を
務
め
る
神
社

に
於
い
て
、
天
皇
陛
下
御
即
位
・
御
大
典
記
念
事

業
が
執
り
行
わ
れ
て
お
り
ま
す
。

　

今
回
は
、
約
二
百
年
振
り
の
御
譲
位
に
よ
る
御

代
替
わ
り
で
あ
り
ま
し
た
。
奉
祝
ム
ー
ド
の
中
で
、

祈
年
祭
や
例
祭
に
合
わ
せ
て
植
樹
や
改
修
に
伴
う

遷
座
祭
な
ど
の
神
事
が
執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

今
後
も
、
令
和
の
記
念
事
業
や
、
来
年
度
で
は

御
大
典
記
念
事
業
の
実
施
が
計
画
さ
れ
て
お
り
ま

す
。

　

神
社
本
庁
も
、
各
神
社
へ
記
念
事
業
を
奨
励
し

て
お
り
ま
す
が
、
こ
の
佳
節
を
機
に
、
県
内
神
社

で
も
氏
子
の
数
に
関
わ
ら
ず
、
無
理
が
掛
か
ら
ぬ

よ
う
に
進
め
て
頂
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

実　

施　

日

記
念
事
業

鎮　

座　

地

神　

社　

名

氏　

子　

数

五
月　

一
日

植
樹

中
野
市
栗
林

白
山
姫
神
社

一
三
〇
戸

　
　

一
二
日

植
樹

長
野
市
蟹
沢
手
子
塚

諏
訪
社

三
二
戸

　
　

二
五
日

鳥
居
社
号
額
屋
根
修
復

中
野
市
草
間

日
和
山
神
社

二
五
〇
戸

七
月
一
四
日

社
殿
屋
根
瓦
改
修

山
ノ
内
町
寒
沢

不
盡
野
神
社

一
三
〇
戸

※
令
和
以
前
に
実
施　

現
在
継
続
中

四
月
一
三
日

植
樹

長
野
市
蟹
沢
二
ツ
石

天
神
社

一
六
戸

四
月
二
六
日

社
殿
改
修

中
野
市
壁
田

長
丘
神
社

三
三
〇
戸

（129号）神　　　　　州令和元年８月１日（10）



　

今
上
陛
下
御
即
位
に
伴
い
令
和
に
改
元
さ
れ
て

よ
り
一
週
間
後
に
あ
た
る
五
月
八
日
に
松
本
市

キ
ッ
セ
イ
文
化
ホ
ー
ル
を
会
場
と
し
て
本
年
度
の

東
海
五
県
神
社
庁
連
合
総
会
お
よ
び
同
日
開
催
と

し
て
第
七
十
四
回
長
野
県
神
社
庁
・
長
野
県
神
社

総
代
会
連
合
大
会
が
開
催
さ
れ
た
。

　

午
前
中
の
連
合
大
会
で
は
開
会
儀
礼
の
後
、
功

績
表
彰
を
行
い
、
本
年
は
神
職
六
名
、
総
代
六
名

が
神
社
界
発
展
の
多
年
の
功
績
を
も
っ
て
表
彰
の

栄
に
浴
さ
れ
た
。

　

ま
た
連
合
大
会
に
は
、
来
賓
と
し
て
衆
議
院
議

員
務
台
俊
介
氏
並
び
に
自
民
党
長
野
県
参
議
院
選

挙
区
第
四
支
部
長
に
就
任
さ
れ
た
小
松
裕
氏
よ
り

御
挨
拶
を
頂
戴
し
閉
会
と
な
っ
た
。

　

午
後
よ
り
は
東
海
五
県
神
社
庁
連
合
総
会
が
約

一
八
〇
〇
名
の
参
加
者
を
迎
え
て
開
催
さ
れ
た
。

　

連
合
総
会
で
は
第
一
部
の
清
興
と
し
て
、
松
本

市
に
て
設
立
さ
れ
世
界
各
国
で
子
供
た
ち
に
音
楽

教
育
活
動
を
続
け
て
い
る
才
能
教
育
研
究
会
（
ス

ズ
キ
・
メ
ソ
ー
ド
）
の
先
生
方
を
お
迎
え
し
て
弦

楽
四
重
奏
を
御
披
露
頂
き
、
参
加
者
一
同
に
て
信

州
と
関
わ
り
の
深
い
唱
歌
「
ふ
る
さ
と
」
を
斉
唱

す
る
場
面
を
設
け
る
な
ど
長
野
県
ら
し
い
清
興
と

な
っ
た
。

　

続
く
記
念
講
演
は
天
皇
陛
下
御
即
位
奉
祝
記
念

と
し
て
作
家
の
竹
田
恒
泰
先
生
を
お
迎
え
し
「
令

和
の
御
代
を
迎
え
て
―
天
皇
陛
下
の
祈
り
と
祀
り

―
」
と
題
し
て
講
演
を
い
た
だ
い
た
。

　

常
に
我
々
国
民
の
平
安
を
神
々
に
祈
り
続
け
て

い
る
と
い
う
天
皇
陛
下
の
御
姿
は
今
上
陛
下
の
み

な
ら
ず
歴
代
の
皇
室
に
貫
か
れ
て
き
た
美
風
で
あ

る
と
の
お
話
し
を
受
け
、
参
加
者
も
一
層
の
神
明

奉
仕
に
励
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
決
意
さ
せ
る

内
容
で
あ
っ
た
。

　

続
く
第
二
部
で
は
開
会
儀
礼
の
後
、
各
県
か
ら

提
出
さ
れ
た
議
案
に
つ
い
て
審
議
の
後
、
本
年
の

総
会
宣
言
と
し
て
「
御
即
位
を
奉
祝
し
、
ご
皇
室

の
弥
栄
を
祈
念
し
、
愈
々
惟
神
の
大
道
、
ご
神
徳

の
宣
揚
と
祭
祀
の
振
興
に
努
め
る
」
旨
を
全
会
一

致
で
採
択
し
藤
村
総
代
会
長
の
聖
寿
万
歳
を
も
っ

て
総
会
の
全
日
程
を
終
了
し
た
。

天
皇
陛
下
御
即
位
奉
祝
記
念

東
海
五
県
神
社
庁
連
合
総
会
開
催
さ
る

東海五県神社庁連合総会開催

スズキ・メソードの先生方による弦楽四重奏

神　　　　　州 （129号）令和元年８月１日（11）



　

本
年
三
月
二
十
六
～
二
十
七
日
の
二
日
間
に
て

第
二
十
四
回
子
供
参
宮
団
が
実
施
さ
れ
、
バ
ス
四

台
で
参
加
者
一
二
九
名（
子
供
九
九
名
）で
あ
っ
た
。

　

初
日
は
天
気
が
良
く
気
温
の
低
い
早
朝
に
各
地

を
出
発
し
た
バ
ス
は
順
調
に
進
み
恵
那
峡
サ
ー
ビ

ス
エ
リ
ア
に
集
合
し
委
員
、
引
率
神
職
、
バ
ス
運

転
手
・
ガ
イ
ド
が
結
団
式
を
行
い
二
日
間
の
行
程

と
安
全
を
確
認
し
た
。

　

各
号
車
で
は
自
己
紹
介
を
行
い
、Ｄ
Ｖ
Ｄ「
源
郷
」

を
鑑
賞
し
て
委
員
が
神
宮
に
つ
い
て
解
説
を
し

た
。
ま
た
、
柄
杓
を
用
い
て
手
水
作
法
、
拝
礼
作

法
で
は
御
垣
内
で
の
立
礼
や
神
楽
殿
で
の
座
礼
で

の
違
い
な
ど
研
修
を
行
っ
た
。
本
年
は
践
祚
改
元

が
行
わ
れ
る
こ
と
か
ら
そ
の
流
れ
も
伝
え
ら
れ

た
。

　

バ
ス
は
予
定
通
り
内
宮
へ
到
着
し
、
宇
治
橋
前

に
て
記
念
写
真
後
神
宮
職
員
の
宇
治
橋
の
説
明
か

ら
始
ま
り
案
内
に
よ
り
神
楽
殿
に
て
御
神
楽
を
奉

納
し
た
。
そ
の
後
緊
張
し
な
が
ら
御
正
宮
御
垣
内

参
拝
を
行
っ
た
。
参
拝
後
に
は
授
与
所
前
で
一
旦

解
散
し
各
自
参
拝
者
で
賑
わ
う
お
は
ら
い
町
や
お

か
げ
横
丁
を
散
策
し
て
神
宮
会
館
へ
と
入
っ
た
。

　

夕
食
は
食
前
食
後
感
謝
を
声
を
揃
え
皆
で
行
っ

た
。
夕
食
後
神
宮
職
員
西
川
泰
正
氏
よ
り
講
話
を

頂
い
た
。最
新
映
像
で
現
在
公
開
さ
れ
て
い
る「
天
」

「
地
」「
祈
り
」
を
見
て
か
ら
話
を
さ
れ
た
。
神
宮

の
風
景
、
祭
典
を
ド
ロ
ー
ン
な
ど
で
撮
影
し
た
も

の
で
ナ
レ
ー
シ
ョ
ン
や
解
説
文
は
無
く
音
の
み

で
、
映
像
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
が
神
宮
を
感
じ
て
も
ら

う
た
め
に
制
作
さ
れ
た
も
の
で
、
子
供
達
も
先
程

参
拝
を
行
っ
た
神
宮
に
つ
い
て
見
入
っ
て
い
た
。

江
戸
時
代
の
お
伊
勢
参
り
に
は
全
国
か
ら
国
民
の

六
人
に
一
人
が
参
拝
し
た
話
、
子
供
達
に
向
け
て

「
自
分
の
国
の
事
や
歴
史
つ
い
て
話
す
事
の
出
来

な
い
人
は
外
国
で
は
相
手
に
さ
れ
な
い
。」
と
日

本
や
神
宮
に
つ
い
て
学
ん
で
欲
し
い
と
話
を
頂
い

た
。
子
供
達
に
は
本
日
の
神
宮
参
拝
や
講
話
を
も

と
に
感
想
文
を
書
い
て
も
ら
っ
た
。

　

二
日
目
は
午
前
六
時
十
分
に
会
館
ロ
ビ
ー
に
集

合
し
て
内
宮
参
拝
へ
向
か
っ
た
。
朝
の
早
い
時
間

の
参
拝
で
有
っ
た
が
、
御
正
宮
参
拝
で
は
参
宮
団

参
加
者
一
同
の
心
が
一
つ
に
な
り
、
乱
れ
無
い

青
少
年
対
策
推
進
委
員
会
　
委
員
長

〜
第
二
十
四
回
子
供
参
宮
団
報
告
〜

〜
第
二
十
四
回
子
供
参
宮
団
報
告
〜

心
一
つ
に
祈
り
を
こ
め
て

心
一
つ
に
祈
り
を
こ
め
て

等
々
力
　
良
勝

内宮御垣内参拝へ

内宮早朝参拝へ
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合
っ
た
拍
手
の
澄
ん
だ
音
が
晴
天
の
森
に
響
き

渡
っ
た
参
拝
が
行
わ
れ
た
。

　

朝
食
後
神
宮
会
館
を
出
発
し
て
外
宮
参
拝
を
行

い
、
ナ
ガ
シ
マ
ス
パ
ー
ラ
ン
ド
へ
と
向
か
っ
た
。

例
年
名
古
屋
方
面
に
向
か
う
と
四
日
市
付
近
で
渋

滞
に
巻
き
込
ま
れ
て
い
た
が
、
本
年
三
月
中
旬
に

東
名
阪
に
別
ル
ー
ト
が
開
通
し
た
た
め
渋
滞
も
無

く
予
定
通
り
に
入
園
し
て
集
合
時
間
ま
で
楽
し
ん

で
い
た
。

　

帰
路
の
車
中
は
子
供
達
そ
れ
ぞ
れ
の
感
想
を
聞

き
「
御
神
楽
を
見
ら
れ
て
良
か
っ
た
」「
楽
し
か
っ

た
」「
伝
統
、
歴
史
を
知
れ
た
」
な
ど
今
後
の
参

考
と
な
る
話
を
聞
い
た
。

　

今
回
の
子
供
参
宮
団
も
天
候
に
恵
ま
れ
委
員
や

引
率
神
職
の
皆
様
の
ご
協
力
に
よ
り
無
事
終
え
る

こ
と
が
出
来
た
。

　

私
も
二
期
六
年
間
の
長
き
に
わ
た
り
青
少
年
対

策
推
進
委
員
長
を
務
め
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
が
、

そ
の
間
子
供
参
宮
団
開
催
に
は
各
支
部
・
委
員
や

引
率
神
職
の
皆
様
方
に
ご
協
力
を
頂
き
大
変
お
世

話
に
な
り
ま
し
た
こ
と
紙
面
を
お
借
り
し
て
感
謝

御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
こ
の
子
供
参
宮
団
は
県
内

全
支
部
か
ら
の
参
加
を
目
指
し
て
お
り
ま
し
た

が
、
任
期
中
は
叶
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
こ
れ
も
県

の
面
積
の
広
さ
、
意
識
の
違
い
な
ど
原
因
は
多
々

有
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
が
、
今
後
も
二
十
四
回
を

数
え
先
輩
方
が
苦
労
し
て
始
め
ら
れ
続
け
て
き
た

次
世
代
を
担
う
子
供
を
対
象
と
し
教
化
を
目
的
と

す
る
全
国
的
に
も
珍
し
い
参
宮
団
を
継
続
し
て
欲

し
い
と
思
い
ま
す
。

１
号
車

２
号
車

３
号
車

４
号
車

第24回子供参宮団参加者一同
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ぼ
く
は
、
こ
の
お
参
り
に
来
る
の
は
今
回
で
三
回

目
で
し
た
。
一
回
目
と
二
回
目
で
、
大
体
の
こ
と
は

分
か
っ
て
い
た
の
で
、
今
日
は
一
回
目
や
二
回
目
に

は
無
か
っ
た
楽
し
み
方
や
、
も
の
の
見
方
が
あ
り
ま

し
た
。

ぼ
く
が
、
一
番
楽
し
か
っ
た
の
は
「
手
水
」
で
す
。

そ
れ
は
、
左
手
、
右
手
、
口
、
左
手
、
柄
杓
の
持
ち
手
、

と
簡
単
に
素
早
く
で
き
た
か
ら
で
す
。

　

一
回
目
は
隣
の
人
の
様
子
を
見
な
が
ら
し
て
い
た

の
で
す
が
、
三
回
目
に
自
分
で
も
あ
ん
な
に
す
ら
す

ら
で
き
た
の
は
、
ち
ょ
っ
と
び
っ
く
り
で
し
た
が
嬉

し
か
っ
た
で
す
。
自
分
の
成
長
を
身
に
し
み
て
感
じ

ら
れ
た
こ
と
で
自
分
も
学
べ
て
い
る
の
だ
と
思
い
ま

し
た
。

　

鳥
居
や
門
の
前
で
一
礼
す
る
の
も
自
分
か
ら
忘
れ

ず
に
で
き
て
よ
か
っ
た
の
で
す
が
、
舞
を
見
る
場
所

で
あ
ん
な
に
長
い
時
間
正
座
を
し
た
の
は
三
回
目
で

二
回
経
験
し
て
い
た
け
ど
、
足
が
し
び
れ
て
し
ま
っ

た
の
で
く
ず
し
た
ら
ま
た
す
ご
く
し
び
れ
て
き
て
痛

か
っ
た
で
す
。

　

神
主
さ
ん
の
お
話
し
で
は
、
天
照
大
御
神
様
の
食

べ
物
は
、
す
べ
て
自
給
自
足
で
、
す
ご
い
と
思
い
ま

し
た
。
そ
れ
に
毎
日
、
毎
日
、
一
日
も
欠
か
さ
ず
に

食
事
を
そ
な
え
て
い
る
お
祭
り
は
、
何
よ
り
も
す
ご

い
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

　

今
ま
で
の
経
験
を
中
学
校
に
入
っ
て
も
、
お
参
り

し
て
神
様
た
ち
へ
の
日
頃
の
感
謝
を
忘
れ
ず
に
、
こ

れ
か
ら
も
頑
張
っ
て
い
き
た
い
で
す
。

　

私
達
は
長
和
町
か
ら
バ
ス
で
約
六
時
間
か
け
て
、
こ
の
三
重
県
に
行
き
ま

し
た
。
一
日
目
に
行
く
伊
勢
の
神
宮
は
ニ
ュ
ー
ス
で
し
か
聞
い
た
こ
と
が
な

か
っ
た
た
め
、
も
ち
ろ
ん
く
わ
し
く
は
知
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
し
か
し
バ
ス

の
中
で
歴
史
や
ビ
デ
オ
を
見
た
り
し
た
の
で
少
し
だ
け
、
ど
の
様
な
と
こ
ろ

な
の
か
分
か
っ
て
き
ま
し
た
。着
い
た
と
き
は
暑
く
て
び
っ
く
り
し
ま
し
た
。

長
野
県
は
東
日
本
に
入
る
と
聞
い
た
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
が
近
畿
に
行
く

の
は
今
日
が
初
め
て
だ
っ
た
の
で
、
西
日
本
の
温
度
の
変
化
を
肌
で
感
じ
る

こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
た
く
さ
ん
の
人
が
訪
れ
て
い
た
の
で
本
当
に
有
名
な

の
だ
と
思
い
ま
し
た
。

　

伊
勢
の
神
宮
の
旅
で
特
に
印
象
的
だ
っ
た
の
が
巫
女
さ
ん
の
舞
で
す
。
私

達
も
一
応
経
験
者
で
は
あ
り
ま
す
が
、
ふ
り
を
覚
え
て
も
ど
う
し
て
も
皆
と

合
わ
せ
る
こ
と
が
出
来
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
れ
に
扇
の
向
き
が
ま
が
っ
て
し

ま
う
こ
と
も
よ
く
あ
り
ま
し
た
。
や
っ
ぱ
り
毎
日
舞
を
し
て
い
る
人
と
は
比

べ
も
の
に
な
り
ま
せ
ん
。巫
女
さ
ん
の
舞
は
何
の
ゆ
が
み
も
な
く
、皆
が
揃
っ

て
い
て
、
と
て
も
美
し
か
っ
た
で
す
。
ま
た
見
て
い
て
落
ち
着
き
ま
し
た
。

　

バ
ス
の
中
で
沢
山
勉
強
す
る
事
が
出
来
た
の
で
参
道
を
歩
い
て
い
て
も

と
て
も
面
白
か
っ
た
で
す
。
手
水
の
仕
方
や
お
参
り
の
作
法
は
こ
れ
か
ら
も

役
立
つ
か
も
し
れ
な
い
の
で
良
い
体
験
を
さ
せ
て
も
ら
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　

お
か
げ
横
丁
散
策
で
は
私
は
友
達
と
お
土
産
を
買
い
ま
し
た
。
広
く
て
お

店
が
た
く
さ
ん
あ
っ
た
の
で
迷
っ
て
し
ま
い
、
結
局
集
合
時
間
ギ
リ
ギ
リ
で

し
た
が
友
達
と
久
し
ぶ
り
に
こ
の
よ
う
な
こ
と
が
出
来
た
の
で
本
当
に
楽

し
か
っ
た
で
す
。

　

私
は
今
日
、
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
を
学
ぶ
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら

も
感
謝
の
心
を
今
よ
り
も
っ
と
大
切
に
し
て
い
こ
う
と
思
い
ま
し
た
。「
多

く
の
も
の
、
多
く
の
人
、
多
く
の
神
様
に
よ
っ
て
生
か
さ
せ
て
い
た
だ
い
て

い
る
」
と
い
う
言
葉
を
忘
れ
な
い
で
、
私
は
こ
れ
か
ら
感
謝
し
助
け
合
っ
て

過
ご
し
て
い
こ
う
と
思
い
ま
す
。

伊
勢
神
宮
で
学
ん
だ
こ
と

�

中
野
市
　
小
学
六
年
生

伊
勢
の
神
宮
の
旅
の
感
想

�

長
和
町
　
中
学
二
年
生

伊
勢
の
神
宮
を
参
拝
し
て
感
じ
た
事
な
ど
、
参
加
し
た
生
徒
の
方
に
作
文
に
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。

編
集
委
員
会
よ
り
　
作
文
に
つ
い
て
は
一
部
ひ
ら
が
な
を
漢
字
に
直
し
て
お
り
ま
す
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〇
穗
髙
神
社
（
安
曇
野
市
穂
高
鎮
座
）

宮
司
　
穗
髙
光
雄

鳥
居
改
築
工
事

事
業
費
　
約
二
千
七
百
万
円

　

当
社
は
上
皇
陛
下
御
在
位
三
十
年
・
天
皇
陛
下

御
即
位
奉
祝
記
念
事
業
と
し
て
木
造
両
部
鳥
居
を

改
築
し
た
。
以
前
の
鳥
居
は
明
治
二
年
の
建
立
と

伝
え
ら
れ
、
根
本
の
腐
食
等
老
朽
化
が
進
ん
で
い

た
。
三
年
前
よ
り
材
料
を
購
入
し
て
準
備
を
進
め

平
成
三
十
一
年
三
月
十
八
日
解
体
起
工
地
鎮
祭
を

斎
行
し
て
工
事
を
始
め
、
解
体
に
よ
り
墨
書
が
見

つ
か
り
文
化
元

年
（
一
八
〇
四
）

二
一
五
年
前
の

建
築
と
判
明
し

歴
史
の
長
さ

を
知
る
こ
と
と

な
っ
た
。

　

新
鳥
居
の
傘

木
島
木
は
直
径

二
ｍ
、
カ
ナ
ダ

産
檜
一
本
物
で

作
ら
れ
、
親
柱

稚
児
柱
貫
は
国

産
欅
、
そ
の
他

控
え
貫
等
は
国
産
檜
で
組
み
上
げ
ら
れ
た
。
な
お

沓
石
は
旧
鳥
居
の
物
を
使
用
し
た
。
耐
震
耐
候
の

対
策
と
し
て
旧
鳥
居
に
は
基
礎
に
鉄
芯
が
入
っ
て

い
た
が
、
今
回
は
ス
テ
ン
レ
ス
製
に
置
き
換
え
、

雨
等
水
に
触
れ
る
木
口
ま
た
貫
等
の
平
面
ま
で
銅

板
で
覆
っ
た
。

　

社
号
額
、
親
柱
の
継
ぎ
に
は
令
和
元
年
の
文
字

が
記
さ
れ
た
。

　

令
和
元
年
五
月
三
日
関
係
者
八
十
名
が
参
列
の

も
と
竣
工
奉
告
祭
を
拝
殿
に
て
斎
行
、
そ
の
後
鳥

居
前
に
て
清
祓
い
を
行
い
関
係
者
一
般
参
拝
者
約

二
〇
〇
名
が
通
り
初
め
を
行
っ
た
。

〇
廣
瀬
神
社
（
長
野
市
広
瀬
鎮
座
）宮

司
　
越
志
徳
門

本
殿
拝
殿
再
建
工
事

事
業
費
　
約
一
千
万
円

　

廣
瀬
神
社
は
、
平
成
二
十
六
年
十
一
月
二
十
二

日
の
神
城
断
層
地
震
に
よ
り
本
殿
覆
屋
に
落
石
が

直
撃
倒
壊
し
、
本
殿
も
大
き
な
被
害
を
受
け
た
。

御
神
体
は
発
災
直
後
に
収
容
し
、
神
楽
殿
に
奉
安

し
以
後
神
事
は
神
楽
殿
に
て
行
わ
れ
て
い
た
。

　

翌
平
成
二
十
七
年
九
月
九
日
台
風
十
八
号
に
よ

る
大
雨
の
影
響
で
、
拝
殿
裏
の
土
砂
が
崩
落
し
、

地
震
の
影
響
で
立
ち
入
り
禁
止
と
な
っ
て
い
た
拝

殿
が
押
し
流
さ
れ
全
壊
と
な
っ
た
。

　

当
該
地
区
は
現
在
、
地
滑
り
危
険
地
区
に
し
て

さ
れ
て
お
り
、
現
在
も
周
辺
で
は
地
滑
り
防
止
工

事
が
行
わ
れ
て
い
る
。
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神
社
本
庁
統
理
感
謝
状　

三
百
万
円
以
上
寄
附

長
野
県
神
社
庁
長
感
謝
状　

三
十
五
万
円
以
上
寄
附

寄
附
者
顕
彰�

平
成
三
十
年
十
二
月
～

　

当
社
は
、
大
字
広
瀬
地
区
の
六
集
落
の
惣
社
と

し
て
の
歴
史
、
役
割
を
果
た
し
て
来
て
お
り
、
社

殿
の
復
興
に
際
し
て
は
、
大
字
広
瀬
地
区
の
住
民

が
中
心
と
な
り
募
財
活
動
を
行
い
、
平
成
二
十
八

年
祈
年
祭
に
合
わ
せ
安
全
祈
願
祭
を
行
い
、
平
成

三
十
年
十
月
十
四
日
竣
工
と
な
っ
た
。

　

復
興
と
な
っ
た
、
社
殿
は
、
懸
崖
造
り
の
本
殿

を
解
体
、
移
築
し
其
の
覆
屋
と
し
て
、
拝
殿
を
新

た
に
建
設
し
た
。

　

平
成
三
十
年
十
月
に
、遷
座
祭
、竣
工
奉
告
祭
は
、

長
野
県
神
社
庁
長
野
支
部
長
を
は
じ
め
、
地
区
の

代
表
等
多
く
の
ご
来
賓
が
参
列
の
下
、
盛
大
に
斎

行
さ
れ
た
。

　

現
在
社
殿
の
周
辺
は
、
県
の
地
滑
り
防
止
工
事

が
継
続
し
て
行
わ
れ
て
お
り
、
工
事
が
完
了
し
た

暁
に
は
、
社
殿
の
瑞
垣
等
の
外
構
工
事
が
行
わ
れ

る
こ
と
と
な
っ
て
い
る
。

　

復
興
に
際
し
て
は
、
長
野
県
神
社
庁
よ
り
の
義

援
金
を
は
じ
め
、
神
社
本
庁
よ
り
災
害
復
興
支
援

金
な
ど
、
地
域
の
氏
子
に
と
っ
て
、
物
心
両
面
で

大
変
心
強
い
ご
支
援
を
い
た
だ
い
た
事
に
衷
心
よ

り
御
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

神
社
本
庁
表
彰
式
が
五
月
二
十
二
日
池
田
厚
子

神
社
本
庁
総
裁
御
臨
席
の
も
と
、
東
京
の
明
治
記

念
館
で
行
わ
れ
た
。

　

奉
仕
神
社
の
施
設
経
営
に
尽
力
し
た
功
労
者
、

敬
神
の
念
が
篤

く
多
年
神
社
の

経
営
に
協
力
し

た
功
労
者
と
し

て
、
神
職
・
役

員
・
総
代
等

二
百
六
十
七
名

が
晴
れ
の
栄
に

浴
し
た
。

　

本
県
で
は
次

の
六
名
が
栄
誉

を
受
け
た
。

平
成
三
十
年
度
功
績
表
彰

表
彰
規
程
第
三
条
第
二
号
　
表
彰
状

大
宮
熱
田
神
社
宮
司�

山
田　

充
春

諏
訪
神
社
宮
司�

宮
澤　

正
廣

皇
足
穂
命
神
社
諏
訪
社
合
殿
宮
司�

宮
下　

俊
樹

表
彰
規
程
第
三
条
第
三
号
　
表
彰
状

大
御
食
神
社
役
員�
赤
須　

弘
侑

加
保
戸
神
社
総
代�
宮
澤　

彦

表
彰
規
程
第
三
条
第
四
号
　
表
彰
状

長
野
県
神
社
庁
参
事�

富
岡　

晋
一

神
社
本
庁
表
彰
式
　
功
労
者
を
顕
彰

支
部
名

神
社
名

鎮
座
地
氏
名

上
小
支
部
上
田
招
魂
社
上
田
市
山
口
和
美
・
山
口
明
子

上
小
支
部
上
田
招
魂
社
上
田
市
生
島
足
島
神
社

上
小
支
部
上
田
招
魂
社
上
田
市
松
井
啓
介

上
小
支
部
上
田
招
魂
社
上
田
市
小
笠
原
光
三

上
小
支
部
上
田
招
魂
社
上
田
市
城
下
昭
一

上
小
支
部
上
田
招
魂
社
上
田
市
青
木
高
太
・
青
木
岸
子

支
部
名

神
社
名

鎮
座
地
氏
名

上
小
支
部
上
田
招
魂
社
上
田
市
ル
ー
ト
イ
ン
ジ
ャ
パ
ン
会
長　

永
山
勝
利

上
小
支
部
上
田
招
魂
社
上
田
市
竹
下
悦
男

上
小
支
部
上
田
招
魂
社
上
田
市
眞
田
神
社

上
小
支
部
上
田
招
魂
社
上
田
市
成
澤　

學

　

本
年
一
月
一
日
を
も
っ
て
長
野
縣
護
國
神
社
権
禰

宜
を
拝
命
致
し
ま
し
た
。
平
成
二
十
七
年
に
大
学
を

卒
業
し
、
出
身
地
の
愛
知
県
で
神
職
を
し
て
お
り
ま

し
た
が
、
こ
の
度
御
縁
が
あ
り
長
野
縣
護
國
神
社
で

奉
仕
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　

我
が
国
や
国
民
の
為
、
尊
い
命
を
捧
げ
ら
れ
た
御

英
霊
に
深
く
感
謝
を
す
る
と
共
に
、
神
職
と
し
て
の

責
任
の
重
さ
を
強
く
自
覚
し
、
慰
霊
顕
彰
に
務
め
て

参
る
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
。

新
任
神
職
の
横
顔

新
し
く
任
命
さ
れ
た
神
職
を
紹
介
し
ま
す

新
し
く
任
命
さ
れ
た
神
職
を
紹
介
し
ま
す

山
田
英
三　
二
十
六
歳

長
野
縣
護
國
神
社　

権
禰
宜

松
塩
筑
支
部
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未
熟
者
で
は
ご
ざ
い
ま
す
が
何
卒
御
指
導
御
鞭
撻

を
賜
り
ま
す
様
宜
し
く
御
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

此
度
、
二
十
年
間
御
奉
仕
致
し
ま
し
た
宗
像
大
社

（
福
岡
県
）
よ
り
、
父
祖
累
代
の
会
田
神
明
宮
へ
禰
宜

と
し
て
転
任
致
し
ま
し
た
。

　

帰
郷
し
た
と
は
い
へ
、
信
州
で
は
高
校
卒
業
ま
で

の
十
八
年
間
を
過
ご
し
た
の
み
、
里
楽
を
は
じ
め
神

葬
祭
等
信
州
独
自
の
祭
り
神
事
の
進
め
方
は
理
解
で

き
て
お
り
ま
せ
ん
。

　

非
才
浅
学
の
身
で
は
ご
ざ
い
ま
す
が
、
初
心
に
た

ち
か
え
り
専
心
努
力
致
す
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、

県
内
各
地
の
神
職
の
皆
様
よ
り
、
御
指
導
御
鞭
撻
を

賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

こ
の
度
二
年
間
の
出
仕
期
間
を
経
て
、
平
成

三
十
一
年
四
月
一
日
付
け
で
穗
髙
神
社
権
禰
宜
を
拝

命
致
し
ま
し
た
。

　

よ
う
や
く
神
職
と
し
て
の
第
一
歩
を
踏
み
出
せ
た

と
い
う
思
い
と
共
に
、
神
職
と
し
て
の
責
任
を
感
じ
、

身
が
引
き
締
ま
る
思
い
で
あ
り
ま
す
。

　

ま
だ
ま
だ
未
熟
者
で
は
ご
ざ
い
ま
す
が
、
浄
明
正

直
の
心
を
胸
に
刻
み
日
々
精
進
し
て
参
り
た
い
と
思

い
ま
す
の
で
、
御
指
導
御
鞭
撻
の
程
宜
し
く
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。

小
池
高
弘　
二
十
六
歳

穗
髙
神
社　

権
禰
宜

南
安
曇
支
部

　

こ
の
度
、
豊
岡
神
社
の
禰
宜
を
拝
命
い
た
し
ま
し

た
。

　

私
の
住
ん
で
い
る
地
元
の
地
域
に
は
女
子
神
職
が

ま
だ
一
人
し
か
お
ら
ず
、
私
で
二
人
目
に
な
り
ま
す
。

ま
た
、
女
子
神
職
が
ま
だ
地
域
に
浸
透
し
て
お
ら
ず

知
ら
れ
て
い
な
い
と
い
う
の
も
現
状
で
あ
り
ま
す
。

　

そ
ん
な
地
域
で
私
が
神
職
を
奉
仕
し
て
い
け
る
の

か
と
不
安
も
あ
り
ま
す
が
、
い
ち
早
く
地
元
の
地
域

の
方
々
に
寄
り
添
い
、
親
し
ん
で
も
ら
え
る
よ
う
に

し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

ご
指
導
ご
鞭
撻
の
程
、
宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

　

こ
の
度
、
諏
訪
神
社
の
禰
宜
を
拝
命
致
し
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
お
務
め
す
る
地
元
の
神
社
は
氏
子
さ
ん
を

始
め
、
地
元
の
方
々
の
努
力
に
支
え
ら
れ
て
い
る
神

社
で
あ
り
ま
す
。
神
様
を
お
祀
り
す
る
と
い
う
昔
な

が
ら
の
習
慣
が
今
も
息
づ
い
て
い
る
土
地
で
す
。
地

元
の
方
々
の
お
役
に
立
て

る
よ
う
、
私
自
身
も
神
祀
り

に
真
摯
に
向
き
合
っ
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。
よ
ろ

し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

　

 

こ
の
度
和
田
神
社
禰
宜
を
拝
命
い
た
し
ま
し
た
。

　

子
供
の
頃
か
ら
神
職
で
あ
っ
た
祖
父
の
姿
を
見
て

育
ち
ま
し
た
。「
令
和
」と
い
う
言
葉
に
こ
め
ら
れ
た
、

悠
久
の
歴
史
、
薫
り
高
い
文
化
、
四
季
折
々
の
美
し

い
自
然
の
あ
る
国
柄
を
次
の
世
代
に
引
き
継
ぐ
こ
と

の
大
切
さ
と
神
社
界
の
果
た
す
大
き
な
役
割
を
感
じ
、

神
明
奉
仕
に
励
ん
で
ま
い
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

経
験
も
浅
く
未
熟
で
す
が
、
地
域
の
皆
様
に
信
頼

さ
れ
る
神
職
と
な
れ
る
よ
う
努
力
を
重
ね
て
ま
い
り

た
い
と
思
い
ま
す
の
で
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

　

こ
の
た
び
神
明
社
禰
宜
を
拝
命
致
し
ま
し
た
平
沢

で
す
。
令
和
元
年
と
い
う
節
目
に
就
任
す
る
と
い
う

こ
と
で
、
身
の
引
き
締
ま
る
思
い
で
す
。

　

私
は
会
社
員
と
し
て
勤
め
る
傍
ら
、
大
阪
國
學
院

通
信
教
育
部
で
の
勉
強
を
経
て
、
神
職
資
格
を
取
得

し
ま
し
た
。

　

ま
だ
ま
だ
実
務
経
験
が
足
り
な
い
と
感
じ
て
お
り

ま
す
の
で
、
継
続
し
て
修
練
を
重
ね
、
祭
祀
に
勤
し

む
所
存
で
す
。

　

今
後
と
も
、
御
指
導
御
鞭
撻
の
程
、
宜
し
く
お
願

い
致
し
ま
す
。

大
塚
宗
延　
四
十
二
歳

神
明
宮　

禰
宜

松
塩
筑
支
部

牧
野
禎
彦　
二
十
六
歳

諏
訪
神
社　

禰
宜

飯
伊
支
部

平
沢
　
徹　
四
十
六
歳

神
明
社　

禰
宜

飯
伊
支
部

富
岡
亜
璃
紗�

二
十
二
歳

豊
岡
神
社　

禰
宜

上
水
内
支
部

森
井
美
樹　
四
十
二
歳

和
田
神
社　

禰
宜

松
塩
筑
支
部
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平
成
三
十
一
年
一
月
〜

神　

社　

名

本
兼　

職
務

氏　

名

月　

日

支
部
名

昇
級
・
神
職
身
分
一
級

深
志
神
社

宮
司

遠
藤　

久
芳

三・一

松
塩
筑

昇
級
・
神
職
身
分
二
級
上

子
檀
嶺
神
社

宮
司

宮
原　
　

滿

三・十

上
小

吉
田
神
社

宮
司

平
澤　

靖
史

三・十

飯
伊

御
嶽
神
社

宮
司

武
居　

哲
也

三・十

木
曽

小
内
神
社

宮
司

片
山　
　

昭

三・十

上
高
井

健
御
名
方
富
命
彦
神
別
神
社

宮
司

髙
橋　
　

勸

三・十

飯
水

任
命

長
野
縣
護
國
神
社
（
愛
知
県　

岩
津
天
満
宮
よ
り
転
任
）

本　

権
禰
宜

山
田　

英
三

一・一

松
塩
筑

諏
訪
社

兼　

宮
司

小
平　

和
彦

一・一

南
安
曇

諏
訪
神
社

兼　

宮
司

小
平　

和
彦

一・一

南
安
曇

伊
勢
社

兼　

宮
司

安
藤　

武
宏

一・一

上
水
内

祖
霊
社

兼　

宮
司

樋
口　

和
宏

二・一

上
伊
那

諏
訪
神
社

兼　

宮
司

唐
沢　

光
忠

二・一

上
伊
那

八
島
神
社

兼　

宮
司

唐
沢　

光
忠

二・一

上
伊
那

小
河
内
神
社

兼　

宮
司

唐
沢　

光
忠

二・一

上
伊
那

稲
荷
社

兼　

宮
司

名
取　

人
利

四・一

諏
訪

神
明
宮
（
福
岡
県　

宗
像
大
社
よ
り
転
任
）

本　

禰
宜

大
塚　

宗
延

四・一

松
塩
筑

八
幡
社

兼　

宮
司

等
々
力
良
勝

四・一

南
安
曇

八
幡
宮

兼　

宮
司

等
々
力
良
勝

四・一

南
安
曇

神
明
社

兼　

宮
司

等
々
力
良
勝

四・一

南
安
曇

飯
綱
社

兼　

宮
司

等
々
力
良
勝

四・一

南
安
曇

八
幡
宮

兼　

宮
司

等
々
力
良
勝

四・一

南
安
曇

諏
訪
社

兼　

宮
司

長
沼　

誠
一

四・一

長
野

伊
勢
社

兼　

宮
司

長
沼　

誠
一

四・一

長
野

金
箱
神
社

兼　

宮
司

長
沼　

誠
一

四・一

長
野

水
内
坐
一
元
神
社

兼　

宮
司

長
沼　

誠
一

四・一

長
野

諏
訪
神
社

兼　

宮
司

長
沼　

誠
一

四・一

長
野

村
山
神
社

兼　

宮
司

長
沼　

誠
一

四・一

長
野

富
建
千
引
神
社

兼　

宮
司

長
沼　

誠
一

四・一

長
野

中
俣
神
社

兼　

宮
司

長
沼　

誠
一

四・一

長
野

古
野
神
社

兼　

宮
司

長
沼　

誠
一

四・一

長
野

諏
訪
神
社
（
島
根
県　

出
雲
大
社
よ
り
転
任
）

本　

禰
宜

牧
野　

禎
彦

五・二
十
六

飯
伊

高
杜
神
社

本　

宮
司

望
月　

俊
仁

六・一

下
高
井

八
幡
社

兼　

宮
司

忠
平　

昭
正

六・二
十

飯
伊

諏
訪
社

兼　

宮
司

忠
平　

昭
正

六・二
十

飯
伊

郭
社

兼　

宮
司

忠
平　

昭
正

六・二
十

飯
伊

神
明
社

兼　

宮
司

忠
平　

昭
正

六・二
十

飯
伊

水
天
宮

兼　

宮
司

忠
平　

昭
正

六・二
十

飯
伊

韓
郷
社

兼　

宮
司

忠
平　

昭
正

六・二
十

飯
伊

机
山
社

兼　

宮
司

忠
平　

昭
正

六・二
十

飯
伊

大
宮
諏
訪
社

兼　

宮
司

忠
平　

昭
正

六・二
十

飯
伊

諏
訪
社

兼　

宮
司

忠
平　

昭
正

六・二
十

飯
伊

大
島
神
社

兼　

宮
司

忠
平　

昭
正

六・二
十

飯
伊

宇
治
社

兼　

宮
司

忠
平　

昭
正

六・二
十

飯
伊

鬼
ヶ
城
社

兼　

宮
司

忠
平　

昭
正

六・二
十

飯
伊

小
野
神
社

兼　

宮
司

忠
平　

昭
正

六・二
十

飯
伊

諸
原
社

兼　

宮
司

忠
平　

俊
正

六・二
十

飯
伊

中
尾
社

兼　

宮
司

忠
平　

俊
正

六・二
十

飯
伊

神
護
原
神
社

兼　

宮
司

下
平　
　

博

六・二
十

飯
伊

白
諏
神
社

兼　

宮
司

下
平　
　

博

六・二
十

飯
伊

諏
訪
神
社

兼　

宮
司

下
平　
　

博

六・二
十

飯
伊

諏
訪
神
社

兼　

宮
司

下
平　
　

博

六・二
十

飯
伊

長
峯
神
社

兼　

宮
司

下
平　
　

博

六・二
十

飯
伊

三
郷
神
社

兼　

宮
司

三
浦　

善
文

六・二
十

飯
伊

昇
任

柵
神
社

宮
司

安
藤　

武
宏

一・一

上
水
内

荒
神
社

宮
司

樋
口　

和
宏

二・一

上
伊
那

大
御
食
神
社

宮
司

白
鳥　

俊
明

四・一

上
伊
那

大
御
食
神
社

禰
宜

白
鳥　

操
子

六・一

上
伊
那

本
務
替

村
上
神
社
（
酒
玉
神
社
よ
り
）
宮
司

竹
内　

忠
男

四・一

更
埴

村
上
神
社
（
酒
玉
神
社
よ
り
）
禰
宜

竹
内
千
代
隆

四・一

更
埴

新
任

穗
髙
神
社

権
禰
宜

小
池　

高
弘

四・一

南
安
曇

豊
岡
神
社

禰
宜

富
岡
亜
璃
紗

四・一

上
水
内

和
田
神
社

禰
宜

森
井　

美
樹

六・一

松
塩
筑

神
明
社

禰
宜

平
沢　
　

徹

六・二
十

飯
伊

辞
職

諏
訪
神
社

兼　

宮
司

青
栁　

秀
和
十
二・三
十
一

南
安
曇

大
御
食
神
社

兼　

宮
司

富
岡　

武
彦

三・三
十
一

上
伊
那

八
幡
宮

兼　

宮
司

等
々
力　

満

三・三
十
一

南
安
曇

神
明
社

兼　

宮
司

等
々
力　

満

三・三
十
一

南
安
曇

飯
綱
社

兼　

宮
司

等
々
力　

満

三・三
十
一

南
安
曇

八
幡
宮

兼　

宮
司

等
々
力　

満

三・三
十
一

南
安
曇

酒
玉
神
社

兼　

禰
宜

竹
内　

忠
男

三・三
十
一

更
埴

寶
照
神
社

兼　

宮
司

竹
内　

忠
男

三・三
十
一

更
埴

宇
佐
八
幡
宮

兼　

宮
司

竹
内　

忠
男

三・三
十
一

更
埴

養
蚕
社

兼　

宮
司

竹
内　

忠
男

三・三
十
一

更
埴

酒
玉
神
社

兼　

禰
宜

竹
内
千
代
隆

三・三
十
一

更
埴

寶
照
神
社

兼　

禰
宜

竹
内
千
代
隆

三・三
十
一

更
埴

宇
佐
八
幡
宮

兼　

禰
宜

竹
内
千
代
隆

三・三
十
一

更
埴

養
蚕
社

兼　

禰
宜

竹
内
千
代
隆

三・三
十
一

更
埴

諏
訪
社

兼　

宮
司

長
沼　

忠
行

三・三
十
一

長
野

伊
勢
社

兼　

宮
司

長
沼　

忠
行

三・三
十
一

長
野

金
箱
神
社

兼　

宮
司

長
沼　

忠
行

三・三
十
一

長
野

水
内
坐
一
元
神
社

兼　

宮
司

長
沼　

忠
行

三・三
十
一

長
野

諏
訪
神
社

兼　

宮
司

長
沼　

忠
行

三・三
十
一

長
野

村
山
神
社

兼　

宮
司

長
沼　

忠
行

三・三
十
一

長
野

富
建
千
引
神
社

兼　

宮
司

長
沼　

忠
行

三・三
十
一

長
野

中
俣
神
社

兼　

宮
司

長
沼　

忠
行

三・三
十
一

長
野

古
野
神
社

兼　

宮
司

長
沼　

忠
行

三・三
十
一

長
野

豊
國
神
社

本　

禰
宜

望
月　

俊
仁

五・三
十
一

下
高
井

高
杜
神
社

兼　

宮
司

望
月　

厳
穂

五・三
十
一

下
高
井

三
郷
神
社

兼　

宮
司

金
田　

末
弘

六・十
九

飯
伊

退
職

諏
訪
社

宮
司

青
栁　

秀
和
十
二・三
十
一

南
安
曇

若
一
王
子
神
社

権
禰
宜

室
川　

静
佳

一・三
十
一

大
北

北
原
神
社

禰
宜

樋
口　

洋
一

一・三
十
一

飯
水

八
幡
社

宮
司

等
々
力　

満

三・三
十
一

南
安
曇

帰
幽　

謹
ん
で
御
霊
の
安
ら
か
な
る
こ
と
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す

奉
務
神
社　

職
名

階
位
・
身
分

氏
名

帰
幽
日

支
部
名

皇
足
穂
命
神
社
諏
訪
社
合
殿
名
誉
宮
司

正
階
・
二
級

宮
下　

俊
三

三・四

上
水
内

御
嶽
神
社
名
誉
宮
司

浄
階
・
一
級

滝　
　

重
則

五・六

木
曽
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令和元年度長野県神社庁災害救助慰藉特別会計歳入歳出予算書

令和元年度長野県神社庁歳入歳出予算書

歳入の部� （単位：円）
科　　目 本年度予算額 前年度予算額 比較増減△ 附記説明

１ 負 担 金 3,315,000 3,345,000 △30,000 支部負担金、神職掛金
２ 災害救助慰藉特別会計交付金 700,000 700,000 0 神社庁、総代会
３ 本 庁 見 舞 金 150,000 150,000 0
４ 雑 収 入 1,000 1,000 0 雑収入
５ 繰 越 金 5,834,000 5,804,000 30,000

合 計 10,000,000 10,000,000 0
歳出の部� （単位：円）

費　　目 本年度予算額 前年度予算額 比較増減△ 附記説明
１ 災 害 慰 藉 費 3,685,000 3,685,000 0 神社災害慰藉費、神社総代慰藉費、神職災害慰藉費
２ 神 職 掛 金 2,115,000 2,145,000 △30,000 神職掛金積立金
３ 本庁災害慰藉費 300,000 300,000 0 災害対策資金
４ 運 営 費 60,000 60,000 0 事務費、旅費、雑費
５ 予 備 費 3,840,000 3,810,000 30,000

合 計 10,000,000 10,000,000 0

歳入の部� （単位：円）
款 科目 予算額 前年度予算額 比較増減△ 附記説明
1 幣 帛 幣 饌 料 740,000 750,000 △10,000 神社本庁より
2 交 付 金 98,548,000 100,138,000 △1,590,000 本庁交付金
3 負 担 金 34,170,000 34,100,000 70,000 支部負担金、神社負担金、神職負担金、特別寄贈金
4 協 賛 金 6,000,000 6,220,000 △220,000 特別協賛金、寄付金
5 財 産 収 入 500,000 500,000 0 財産利子配当金
6 補 助 金 120,000 120,000 0 神社本庁より参事給与補助金
7 各 種 証 明 料 2,920,000 2,920,000 0 神職任命・登録料、承認料、各種手数料・証明料、階位授与交付金
8 諸 収 入 2,500,000 2,500,000 0 賽物収入、雑収入
9 管 理 費 収 入 700,000 700,000 0 庁舎管理費収入、関係団体管理費収入
10 過 年 度 収 入 200,000 200,000 0
11 繰 入 金 0 2,000,000 △2,000,000（新庁舎建設予備資金庁舎管理運営特別資金より繰入）
12 繰 越 金 14,602,000 8,852,000 5,750,000

合 計 161,000,000 159,000,000 2,000,000
歳出の部� （単位：円）
款 費目 予算額 前年度予算額 比較増減△ 附記説明
1 神宮神徳宣揚費交付金 46,611,763 47,391,842 △780,079 支部を通じて各神社へ
2 幣 帛 幣 饌 料 8,700,000 8,700,000 0 別表及特別神社、本務・兼務神社、献幣使参向神社、幣饌料供進神社、献幣使・随員旅費等
3 会 議 費 5,400,000 4,500,000 900,000 会議旅費、諸費
4 庁 務 費 43,268,000 42,220,000 1,048,000 神事費、儀礼費、役員報酬、諸給与及び福利厚生費、需要費
5 負 担 金 25,277,688 25,619,160 △341,472 神社本庁へ
6 事 業 費 16,900,000 16,900,000 0 大麻関係費、教化部費、庁報発行費、神社振興対策費、職員研修費、東海五県連合会費等
7 研 修 諸 費 200,000 200,000 0 神社庁研修諸費
8 庁 舎 維 持 費 660,000 660,000 0 修繕費、設備費、火災保険費
9 交 付 金 3,400,000 3,400,000 0 神職会、総代会、災害慰藉特別会計各交付金
10 積 立 金 3,500,000 3,500,000 0 基本金積立金、役職員退職積立金、五県連合総会積立金、神道昂揚資金積立金等
11 補 助 金 50,000 50,000 0 時局対策費
12 新庁舎建設調査費 1,600,000 2,000,000 △400,000 新庁舎建設特別委員会　会議費・調査諸費等
13 予 備 費 5,432,549 3,858,998 1,573,551

合 計 161,000,000 159,000,000 2,000,000
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　神社本庁は伊勢の神宮を本宗と仰ぎ、全国8万社の神社を包括する組織です。
　「祭祀の振興と道義の昂揚を図り、以て大御代の弥栄を祈念し、併せて四海万邦の平安に寄与する」と
の理念の下、日本の伝統と文化を守り伝えることに努め、次のような活動を行っております。
　（本宗とは、伊勢の神宮が格別の御存在であることを示す尊称です）

　　１．神社神道の宣布
　　２．祭祀の執行
　　３．氏子崇敬者の教化育成
　　４．神宮（本宗）の奉賛と
　　　　神宮大麻（神宮の御神札）の頒布
　　５．神職の育成
　　６．図書の発行頒布
　　７．その他　神社の興隆を図るために必要な活動

　また、包括化にある各神社の宮司以下神職は、神社本庁統理が任命し、辞令を交付いたします。
　各都道府県には神社本庁の地方機関としてそれぞれの神社庁が置かれ、神社に関する事務をとり、市や
郡に支部を置いて地域の振興をはかるための業務を行います。
　長野県神社庁は、県内に17支部を置き、県内2440社を包括しております。
神宮大麻の頒布をはじめとする伊勢の神宮への奉賛活動、神職の養成・任免事務、神職・総代をはじめ神
社関係者の研修や大会の実施、功労者の顕彰、神社神道の広報など、多岐にわたる活動を行っています。
　四季の祭りを通して、皆様の幸福と社会の発展を祈ることはもとより、地域に根ざした文化活動や青少
年の健全育成を行い、信州らしい郷土づくりを目指してきました。
　こうした活動をさらに充実させるとともに、神道や神社に関する情報を皆様に解りやすく提供していく
ことが、これからの務めと考えております。
　神社に関するご質問など、お気軽にお問い合わせ下さい。

神社本庁と神社庁について

神　　　　　州 （129号）令和元年８月１日（23）



お申込後お客様の都合でお取消しの場合、以下の取消料を申し受けます。
（旅行開始日の前日から起算）２０～８日前▶5,000円、７～２日前▶7,500円、
前日▶10,000円、当日▶13,000円、開始後、無連絡不参加▶全額
※その他の事項については、当社「募集型企画旅行約款」によります。
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参拝団募集のご案内

令和元年 12/2月～3火
３２，５００円

２４０名（最少催行人員８０名）

長野県神社庁または各支部へ

但し、満員になり次第締め切らせ
ていただきます。 

【宿 泊 ホ テ ル】戸田家 三重県鳥羽市鳥羽1丁目24-26 TEL0599-25-2500

【利用バス会社】アルピコ交通

ホテル7：50＝＝海産物ショッピング＝＝8：45第６５回伊勢
神宮新穀感謝祭（外宮・内宮御垣内参拝・お神楽奉納）……
岩戸屋（弁当昼食）……神宮会館（式典参加）14：00＝==＝

（高速道路）＝==＝19：00～21：30頃 長野県内各地

長野県内各地5：30～8：00頃＝＝（高速道路）＝＝恵那峡ＳＡ
（全車合流）＝＝名阪関ドライブイン（昼食）＝＝神宮徴古館・
農業館・神宮美術館（見学）……皇大神宮別宮 倭姫宮（参拝）
＝==＝16：30鳥羽市内

※食事／朝１回、昼２回（２日目はお弁当）、夕１回（宴会時飲物付）
※現地事情（交通・天候など）により行程の一部が変更となる場合がございます。
※全行程添乗員が同行いたします。

●新穀感謝祭初穂料 6,500円含む

※２人部屋をご希望の方は
　お１人様６，４８０円増

●申込金1万円を添えてお申し込み
　ください
※支部単位でバスを１台ご利用の場合は原則３５名以上
　でお申込ください。

11/1金

長野県神社庁 長野市箱清水1-6-1 伊勢神宮崇敬会長野県本部 TEL.026-234-6724
FAX.026-233-2720 長野県神社総代会

旅行企画
実施

観光庁長官登録旅行業第669号・（一社）日本旅行業協会正会員・JATA公認

営業時間／9：00～17：50
（土曜・日曜・祝日は休み）

旅行業公正取引協議会会員 諏訪営業所／〒391-0001 茅野市ちの3419-6　総合旅行業務取扱管理者 中島秀一
TEL.0266-73-1235

企　画 後　援

行　　　　　　程

取消料金規定

そ の 他
●伊勢神宮は正式参拝ですので男性は背広・ネクタイ着用、女性はそれ

に準ずる服装でお願いいたします。
●集合時間を記載した「最終行程表」はご出発の１週間前までに代表者

の方を通じてお送りいたします。

12/2月
１日目

12/3火
2日目

期　日

旅行代金

募集人員

お申込

募集締切

新穀感謝祭
内宮・外宮特別参拝

（御垣内参拝）
お神楽奉納
（内宮神楽殿）

伊勢神宮参拝の

記念品が授与され
ます伊勢神宮参拝の

記念品が授与され
ます

奉祝 天皇陛下御即位

戸田家戸田家

神宮徴古館神宮徴古館
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